
電子カルテとのオーダー連携
疾患ごとに検査・治療を統一化、英語化が可能

資料９



バイタルサイン、薬の投与量、血液検査、細菌学的検査、超音波所見 を一元化
電子カルテDBからの取得＋Admin LiTE独自の数値（術後日数、フローチャート上の位置）



スタッフから好評な点：
・培養結果の見落としがなく、感受性試験結果などのフォローアップが容易
・培養結果と抗生剤使用との関連がわかりやすい
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